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研究成果の概要（和文）：本研究は実時間の文の理解において事象意味論がどのように推論に基づく予測を発動
するかを検証した。特に、動詞から来る事象意味論が、どのように予測的推論を発動し、非明示的項がどのよう
に選好解釈を受けるかに焦点を当てた。この検証は、視線計測のほか、迷路課題Maze taskと呼ばれる課題の手
法をベースとして、命題間推論の実験のために新たな迷路課題の手法を開発して行われた。その結果、語彙意味
論的指標との相関は反応時間には見られなかったが、選好傾向については相関が見られた。これは、動詞意味論
の特定の意味成分が実時間上の命題間語用論推論に影響を与えるということを強く示唆する新しい結果となっ
た。

研究成果の概要（英文）：This study examined how event semantics invoke inference-based predictions 
in the real-time comprehension of sentences. In particular, we focused on how event semantics from 
verbs invoke predictive inferences and how non-explicit terms are subject to preference 
interpretation. In addition to the eye-tracking measures, a new Maze task methodology was developed 
to test inter-propositional inference. The results showed that there was no correlation with lexical
 semantic measures in terms of reaction times associated with the choice of the subject of the 
second sentence, but there was a correlation with the probability of the choice. This is a new 
result that suggests that a specific semantic component of verb semantics influences 
inter-propositional pragmatic reasoning in real time.

研究分野： 心理言語学、意味論

キーワード： 心理言語学　意味論　語用論　日本語　文理解
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我々の日常の言語理解は単に単語の意味や文法に基づくだけではなく、より大きなコンテキストにも多くを負っ
ている。しかしそのコンテキストの理解には言語外の情報だけでなく、言語内の情報から発する推論が含まれ
る。本研究では２つの命題間の推論のうち、1文目の動詞の意味における「影響性」の成分（目的語がその動作
によって影響を受けるかどうかという尺度）から、2文目の主語の選好される現象を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
従来の言語理論の多くは、多かれ少なかれフレーゲの構成性の原理を基盤としたボトム・アッ
プの理論となっている。言語に関する認知プロセスにおいてトップ・ダウンの典型ともいえる語
用論的推論も、そのメカニズムを説明する推論構造自体は実はボトム・アップである。たとえば、
グライスの「協調の原理」(Grice, 1975)においては命題の「文字通りの解釈」が（理論上）先行
し、それにもとづいて「言外の意味」が推論される。大失敗した相手に対して「おまえは天才だ
な」と発言した場合、文字通りに解釈すると明らかに発話者は嘘をついていることになる（質の
格律違反）が、話し手が協調的であるという仮定に基づき、皮肉として解釈される。つまり、推
論の前提として、命題の字義通りの解釈が先行するという点で、ボトム・アップである。ところ
が心理言語学の成果が積み上がるにつれ、我々のリアルタイムの文理解はボトム・アップではな
くインクリメンタル（逐次的）であり、構成についての十分な証拠がない段階でも処理が保留さ
れることなく、左から右へ入力が逐次処理されることが知られるようになった（例えば Altmann 
& Kamide, 1999)。さらに、語用論的推論も、リアルタイムの理解においては必ずしもボトム・ア
ップにはなされないことを示す実験調査がある。例えば Rohde et al. (2011)は命題の完結に先行し
て命題間の語用論的推論が発動する場合があることを関係節付加を材料にして、自己ペース読
文実験によって示した。興味深いのは、後続する関係節の命題が明らかになる前の段階で主節か
らの推論の影響がすでに観察されるということである。すなわち、2つの命題の内容をもとにし
て命題間推論がなされるのではなく、前項の命題が命題間推論のトリガーとなり、後項の命題が
予測されることが示唆されている。 

 
２．研究の目的 
本研究は、これをさらに進め、(i) 命題間推論がボトムアップでなく予測的になされる現象を、

(ii) 動詞句の事象意味論がその推論のトリガーになるケースに焦点を絞り、(iii) 視線計測、およ
び脳波測定といった実験パラダイムによって、(iii) 言語理解においてどのようなタイミングで
どのような推論が発動されるのかを明らかにする。命題間推論の研究は数多くあるが
（Kameyama, 1996; Grosz et al., 1995; Hobbs, 1979; Kehler, 2002; Stevenson et al., 1994, 2000; Sidner, 
1983; etc.）、命題間推論の実験研究はまだ十分になされているとは言いがたい(Garvey & 
Caramazza, 1974; Rohde et al.; Matsui, 2001; Ueno & Kehler, 2016; Grüter, 2018)。また日本語の命題
推論の実験研究は非常に少なく、そこに本研究の特色がある。 

 
３．研究の方法 

2つの命題 P1と P2の間の推論に関して変則性のある文をヒトが理解しようとするとき、それ
に対する反応が何らかの行動的指標（読み時間の増大、視線の停留・戻りなど）に反映されるか
を検証することによって動的な予測的推論と静的でボトムアップな文法知識がどのように実際
的な関係を成しているのかを解明しようと試みた。実験パラダイムとしては、自己ペース読文課
題、迷路読文課題、視線計測、語彙性判断課題などを用いた。事象関連電位（脳波）といった電
気生理学的指標も検討する予定だったが、COVID-19 感染拡大期間においてヒトを対象にする実
験が行えなかったこと、また研究者の責に帰さない実験室工事における事故により実験設備が
長期間使用できなかったことにより、残念ながら脳波実験を行うことはできなかった。 
 
４．研究成果 
日本語の授与補助動詞には話者志向のクレルと非話者志向のアゲルの対立があり、これは通言
語的にも珍しい特徴であるが、これにより、授受関係における命題間推論がどのようになされる
かを検証することができる。たとえば、以下のような例が挙げられる。 
 (1) a.  同僚が 退職したとき 誕生会を 開いてくれたので その後 … 
 b.  同僚が 退職したとき 送別会を 開いてくれたので その後 … 
授与補助動詞クレルが話者志向であることから、「〜会を開いてくれた」の利益授与者は話者で
あることになる。しかし、(2b)については「同僚が退職した」という従属節の解釈が「話者が送
別会を開いてもらった」という解釈と衝突してしまう。この、埋め込み節と主節の語用論的齟齬
の負荷はどのタイミングで観察されるかが自己ペース読文課題と視線計測によって検証された。
自己ペース読文課題においては授与補助動詞領域には効果は観察されず、次のあふれ領域で観
察され、このタイミングのズレは実時間上の語用論的命題間推論にやや時間がかかることが推
察される。しかし、これは効果があふれ領域に遅れやすいという自己ペース読文課題の特性に起
因する可能性があり、視線計測実験の結果と比較する必要がある。収集したデータの初期分析に
よれば、自己ペース読文課題とは異なる指標（戻り読み確率など）に効果が観察されることが示
唆されているが、より詳細な分析が待たれている。 
 一方このような文構造においては、クレル・アゲルの問題以前に、空主語の解釈が実時間上で
どのようになされるかがそもそもの問題となるが、これを検証するために、「太郎が大学を定年
退職したとき記念パーティーでスーツをきちんと着た」のような文を時間軸にそって理解する



とき、日本語話者がどのタイミングで、どの解釈にコミットしているかを、自己ペース読文課題
を用いて検証した。この実験では、文頭主格名詞句のジェンダーと、「スーツ」にあたる部分の
典型的なジェンダー解釈の一致不一致が読み時間という行動指標に反映されるかが検証された。
その結果、文末の動詞を見る前の段階でその動詞の主語が、少なくとも、先行する主格主語とは
異なる人物を指す解釈を取っていることを示唆する結果が得られた。また、文頭の名詞句が「太
郎は」のように「は」で標示されているときには、「着た」の主語はそれと同じ人物を指す解釈
を取っていることが明らかになった。この結果に基づき、上記のクレル・アゲル実験のパラダイ
ムについて再検討が必要なことがあきらかになり、今後の研究計画の方向性についての示唆と
なった。 
 また、動詞意味論が発動する因果律が実時間上の命題間推論にどのような影響を与えるかが
検証された。これは、古くは Garvey & Caramazza (1974)らによって提唱された「暗黙の因果律
(implicit causality)」の推論に関連することで、たとえば以下の例を見てみると、(2a)では heは the 
prisonerを指すと解釈されがちなのに対して、(2b)では sheは her daughterを指すと解釈されがち
であるという現象があり、これは動詞 confessed/punished の暗黙の因果律が異なるからであると
の主張がなされてきた。 
 (2) a. The prisoner confessed to the guard because he ... 
 b. The mother punished her daughter because she ... 
しかし、動詞意味論のどういった成分がこの因果律に影響を与えるのかということには未だ議
論がなされる部分である。本研究においては、becauseのような原因を示唆する接続詞ではなく、
「だから」のような、結果を示唆する接続詞を用いて 2文を並べた場合、１文目の動詞意味論成
分のうち、被動作主に対する影響の有無が２文目の主語の選好に影響するという仮説のもと、検
証を行った。この検証は、迷路課題Maze taskと呼ばれる課題の手法をベースとして、命題間推
論の実験のために新たな迷路課題の手法を開発して行われた。迷路課題では通常、画面上に 2つ
の選択肢を示し、被験者がそのうち「正しい」選択肢を選ぶことによって文を読み進めるが、本
研究では、2つの選択肢の両方を「正しい」選択肢とし、どちらを選んでも不正解にならないよ
うに設定し、2文目の主語の選好がどのようになされるかを検証した。その結果、接続詞に「だ
から」を用いた場合に１文目の目的語を 2文目の主語に選ぶ割合と、「影響・気づき」のレーテ
ィングとの相関は、相関係数 0.73という高い相関が見られ、「そして」を用いた場合の相関係数
0.43、「なぜなら」を用いた場合の相関係数-0.01と比べて著しい対照があることが分かった（下
図参照）。これは、動詞意味論の特定の意味成分が実時間上の命題間語用論推論に影響を与える
ということを強く示唆する新しい発見となった。 

 
しかし一方で、2文目主語の選択にかかった潜時については予測された相関は見られず、選好に
かかる時間と選好自体にどのような関係があるのか、今後の新たな課題を示すこととなった。な
お、この結果は 2024 年 1 月に開催した国際ワークショップで発表された。 
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